
保護者の皆様へ

○原発と放射線の今の状況
福島第一原発から大気中に出る放射性物質の量は、

３月１７日以降ずっと減っています。大気中の放射線
量は、各地で「横ばい」か「減少中」です。

一方、３月１５日以降、地面や建物に降り積もった
放射性物質には一定の注意が必要です。

◎屋外や屋内の放射線量は？

－屋内の方が低くなります。

また、木造建物よりコンクリー
ト建物の方がより低くなります。

壁により一部
の放射線が遮
られます

Ｑ．私たちの学校、私たちの住んでいる地域は大丈夫？
放射線によって健康への影響が出るおそれのある区域には、すでに避難指示が出ていますの
で、逆に指示が出ていない地域は過度に心配しないで下さい。

○ 今回、屋外３.８マイクロシーベルト／時を越えない学校は、校舎・校庭などを平常通り利
用しても差し支えないと判断しました。

○ 一方、屋外３.８マイクロシーベルト／時を越える学校では、屋内活動は問題ありません
が、念のため、当面、校庭・園庭での活動を１日あたり１時間程度とするなど、学校内外で
の屋外活動をなるべく制限してください。（これらの学校で屋外３.８マイクロシーベルト
／時を下回る値が連続して測定された場合には、活動の制限を解除します。）
なお、比較的高い放射線量が測定された学校には、線量計を配布して、学校での線量を把

握できるようにします。

目安となる放射線の量
国際放射線防護委員会（ＩＣＲＰ）は、３月２１日に「今回のような非常事

態が収束した後の一般公衆における参考レベルとして、１～２０ミリシーベル
ト／年の範囲で考えることも可能」と声明を出しました。
１日の生活パターンを８時間の屋外活動及び１６時間の屋内（木造建物）活

動と仮定して単純に計算すると、屋外で３.８マイクロシーベルト／時となりま
す。屋外活動の時間を減らせば、１年間で受ける放射線の総量は当然少なくな
ります。

Ｑ．何に気をつければいいの？

・土や砂を口に入れない

・飲料水以外の川や水たまりの水を口にしない

・外で遊んだら手や顔についた土や砂をよく洗い落とす

・服についたほこりを払い落としてから教室や家に入る

・洗髪は通常通り行っていれば安心

・雨が降ったらカサをさした方が安心

○子どものこころのケア

災害時の子どものこころのケアとしては、普通の生活を送るよう心がけること
が大切です。保護者のふさぎ込んだ気分や不安は、子どものこころの不安定さに
つながります。保護者が正確な知識を持ち（流通している食品は安全であること、
放射線は感染しないことなど）、必要以上に心配しすぎないことが重要です。

いじめや心的外傷後ストレス障害（ＰＴＳＤ）などは、病院の専門窓口などに
御相談ください。


